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地図②　昭和四十五年　日本図誌大系 関東Ⅰ
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私は自分が通っていた和敬保育園の地蔵盆について調べようと思いました。なぜなら、
和敬保育園は古いので、そこで行われている地蔵盆も古い行事なのかなと思ったからです。

和敬保育園は1937年に貧しい母子家庭のための母子寮とその子供たちを昼間預かる保育
園としてつくられました。そして今年で86年になります。入り口の横に二体のお地蔵さん
がいて子供たちや親たちが毎日拝んでいました。

地蔵盆は私にとってとても楽しい思い出です。地蔵盆は７月の終わりに行います。南蔵
院の住職さんにお経を読んでもらったあとに、浴衣を着た在園児や卒園した子供たちみん
なで手を合わせてお祈りしました。その後にみんなと遊んだりお菓子を食べたりラムネを
飲んだりしたことが忘れられません。そこで和敬保育園の地蔵盆について調べようと思い
ました。

まずそもそも地蔵と地蔵盆とはなにか調べました。地蔵とは子供を守る仏、地蔵菩薩の
ことです。地蔵盆はお地蔵さんの縁日の８月24日にお地蔵さんに日頃のお礼と「これから
もよろしくお願いします」を伝える行事だそうです。室町時代に流行したとも江戸時代に
盛んだったとも言われています。京都、滋賀、大阪、兵庫など近畿地方で行われていまし
た。子供たちが寺や地域でまつられているお地蔵さんに新しい衣装を着せ、化粧をしたり
お花や果物などの供えものをしたりします。そしてそこで遊んだり念仏を唱えたりするも
のでした。もしかしたら晴れ着としてお地蔵さんにメイクをしたのかもしれません。今も
京都で行われています。

近畿地方で行われてきた行事をなぜ東京でやっているのか不思議に思いました。そこで
和敬保育園に行って地蔵盆を始めた理由を聞いて来ました。副園長の小林弘子先生と元主
任保育士の四ツ谷信子先生が答えてくれました。

一つにはお地蔵さんの由来が関係していました。
お地蔵さんは二体あります。一体は1942年に保育園の主事となった近藤糸子先生のお地

蔵さんです。糸子先生は戦中、戦後と保育園と子供たちを守り続けて「ママ先生」と慕わ
れていました。1978年にお亡くなりになり、供養のためのお地蔵さんがつくられました。
そのお地蔵さんはまりを持った赤ちゃんを抱いています。もう一体のお地蔵さんは1942
年に母子寮長と保育園長となった近藤一男（かずお）先生のお地蔵さんです。1983年に
お亡くなりになり、供養のためのお地蔵さんがつくられました。そのお地蔵さんは守るよ
うに子供たちを抱きかかえています。どちらも子供を守って慈しむ姿から子育て地蔵と呼
ばれています。一男・糸子先生ご夫妻が京都の出身だったので、京都の子どもたちの楽し
みである地蔵盆を和敬保育園でも開こうということになったそうです。

もう一つは戦争の体験からでした。

和敬保育園の地蔵盆はなぜおこなわれているのだろう？

板橋区立志村小学校６年　島  千晴
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1945年、東京大空襲の32日後の４月13日の夜に板橋に再び大空襲がありました。保育園
の裏に爆弾が落とされ、焼夷弾が降りそそぎました。そして本蓮沼から５km以上先の巣
鴨や池袋まで見渡せるほどの焼け野原になったそうです。周りは全焼しましたが幸いにも
保育園は焼けずに残りました。今もその建物のまま使っています。子供たちの未来に戦争
がないようにという願いで地蔵盆を行っているそうです。

小さい頃、私は地蔵盆を子供にとってのご褒美の楽しいお祭りだと思っていました。け
れど先生の話を聞いて先生たちの大きな願いが込められている大切なお祭りだという事が
分りました。

今も和敬保育園のお地蔵さんは保育園の子供たちや先生たちを見守ってくれる存在です。
子供たちは、公園に行くときには「お地蔵さま行って来ます」、帰ってきたときには「お
地蔵さまただいま」と挨拶しています。先生たちも外の公園やプールに子供たちを連れて
行くときに「怪我なく帰ってこられますように」と今も必ずお地蔵さんにお祈りしている
そうです。

新型コロナウイルス感染症の対策で地蔵盆は園の子供たちだけでこぢんまりと行ってい
るそうです。感染症の心配がなくなって、昔みたいに卒園児も行けるようになったらぜひ
お参りに行きたいです。

和敬保育園の入り口のお地蔵さん（子育地蔵）
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地蔵盆の様子

  

近藤一男先生と糸子先生ご夫妻

糸子先生のお地蔵さん 一男先生のお地蔵さん
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私は三園小学校の、みんなが仲良く元気なところが好きだ。今年が私の小学校生活最後
の年であり、父とその兄弟、そして祖母が三園小学校に通っていたので、今回三園小学校
について調べてみようと思った。インタビューしたのは私の曾祖母だ。曾祖母は三園小学
校の校庭づくりに参加していた。

まず私は、三園小学校をつくることになった理由を聞いた。曾祖母は現在の三園小学校
がある場所付近に団地が出来たことがきっかけであると答えた。その後、入居してきたた
くさんの子どもたちは全員成増ヶ丘小学校に通うことになった。しかし、このまま子ども
が増え続けると、成増ヶ丘小学校だけでは足りなくなってしまうという問題が発生した。
そのため、団地の近くに小学校をつくることになったのである。そうして完成したのが、
今の三園小学校だ。

二つ目に、三園小学校にあるとても広く、大きな校庭はどのようにして作られたのかを
聞いた。校庭は二十から三十人程度で作り上げたそうだ。地ならしを行う作業で、私はす
ごいなと感じた事がある。それは、曾祖母の時代のＰＴＡ副会長の女性がブルドーザーと
いう大きな機械を使って行ったということだ。他の人たちも、リアカーなどの機械を使っ
て作業を進めたそうだ。

三つ目に、ボールなどを校庭で使えるようになるまでのできごとを聞いた。初めに地域
の人から古新聞を回収して売った後、ボールを買って学校に送ったそうだ。このときに、
いやな事を言われることもあったそうだが、私の曾祖母は、あきらめない心を持ち、子ど
もたちが楽しく勉強したり遊んだり出来るようにがんばったそうだ。この話を聞いて私は、
ありがたく感じ、そして感動した。

四つ目の質問は、三園小学校を建てる理由が決まったときよりも、少しさかのぼり、三
園小学校や団地がある場所は、かつて何があったのかというものだ。その時代、現在の三
園小学校周辺はほとんど田んぼで、少しのれんげ草畑があった程度で今とは全く違ったよ
うだ。その田んぼは、今で言う子どもたちの遊び場であり、子どもたちは、カエルを探し
回ったり、お花をつんだりと、今とは違う遊びを楽しんでいたそうだ。三園小学校のビオ
トープの後ろには、かつて牧場があり、牛がたくさんいたという。その場に植えていた桜
の木が今も白子川沿いに植えられていると知り、なんだかうれしい気持ちになった。

五つ目の質問は、三園小学校のまわりのことから離れ、私の住んでいる家の近くについ
てだ。私が通っていた成増幼稚園は長らく田中家が園長先生をしており、その家系がもつ
古民家について調べ、成増幼稚園の土地はかつてどのようなことをしていたのかを聞いた。
まず古民家は、江戸時代くらいからあり、今は板橋区の有形文化財となっている。次に、
成増幼稚園は、かつて年に数回その土地を治めるおとのさまが来て、年貢をしっかり出せ

三園小学校と地域の歴史

板橋区立三園小学校６年　馬場 奏汰
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るかなどを確認する重要な場所だったそうだ。
今回、インタビューを通して、たくさんの人が協力して今ある三園小学校を作ってくれ

ていたと知り、とても感動した。私の家の近くに昔、おとのさまが来ていたと知りとても
おどろき、歴史をふり返るといろいろなおもしろいことを知ることができてすごいと思っ
た。そして、質問に対してくわしく答えてくれた曾祖母や三園小学校を作るのに関わった
全ての人たちに、「ありがとうございました。とても学校生活を楽しめています。」と感謝
したいと強く思った。
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夏にはお盆休みというき間があります。
私の小学校の夏休みは七月二十一日から八月三十一日までですが、大人のお休みはお盆休み

と言われます。今年のお父さんのお盆休みは八月四日から八日でお盆より少し早目に取ったそ
うです。お盆とは何か知らなかったので、調べてみようと思いました。お母さんがディズニー
えい画の『リメンバー・ミー』はメキシコのお盆の話だと教えてくれたので、さい度えい画を
みてメキシコのお盆についても調べてみました。

まず、メキシコのお盆は、“死者の日”とよばれます。き間は十一月一日から二日です。むか
しメキシコにすんでいたアステカ人のおまつりと、キリスト教のカトリックの祝日がまざって
死者の日になったそうです。

死者の日にはオフレンダと言われるさいだんを作って、亡くなった人がすきだった食べ物、
亡くなった人のしゃ真、マリーゴールドやケイトウなどのお花をきれいにかざります。カラベ
ラとよばれるガイコツの人形をかざったり、カラベラのかそうをしたりしてパレードを楽しみ
ます。カラベラは生きるよろこびを実感するための物で、えい画の中でもカラフルでこわくあ
りません。地方によっては、十月三十一日から十一月一日が子どものたましいをむかえる日に
なっているそうです。死者の日は明るく楽しいふんい気で亡くなった人をむかえ、思い出して、
家ぞくのきずなをふかめる日です。

次に、日本のお盆は八月十三日から十六日ころです。ぶっ教のうら盆（先ぞのたましいをま
つる行事）と日本の先ぞまつりの風しゅうがまざって今のお盆になったそうです。先ぞまつり
とは、家ぞくがあつまって、しゅうかくした食べ物を先ぞにささげる風しゅうです。ぶっ教の
おこったインドではお盆がないそうです。

むかえ火で亡くなった人のたましいをよび、おくり火でたましいをまた次の世におくると言
われています。盆おどりは亡くなった人をおこらせてたたられないように気持ち良く帰っても
らうための意味があると知りました。私はむかえ火やおくり火をしたことがありませんんが、
できる時は家ぞくでおはかまいりをします。また、今年は町内のおまつりで盆おどりをしまし
た。

日本とメキシコのお盆できょう通しているのは、元々すんでいた人の風しゅうと海外からき
た考えが合わさって今の形になったことです。また、日本では、盆おどりやおまつりを楽しみ
ますが、メキシコでもパーティーを楽しみます。はんたいにちがうところは、メキシコでは、
おはかやさいだんにかざる花はオレンジ色のマリーゴールドではなやかですが、日本ではキク
やユリなどの白い花が多いのでしずかで落ち着いたふんい気なことです。

調べてみて、メキシコでも地方によってお盆のやり方がちがうことが分かったので、日本で
もそうなのかなと思い、家ぞくに聞いてみました。お父さんの実家は岩手なので、岩手のおば

日本とメキシコのお盆のきょう通点とちがい

板橋区立弥生小学校３年　柗下 依都
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あちゃんに聞いてみたら、岩手のお盆はおはかまいりをしておはかで食事をしているそうです。
食べる物は、持って行ったお赤はんやに物、くだ物や和がしです。さんさおどりと言う盆おど
りがあります。また、舟っこながしという行事があって、はば二メートル長さ六メートルの舟
を北上川でながしてさい後にもやすことで、亡くなった人をくようするそうです。

お母さんの実家東京では、おはかで食事はしません。また、岩手のお赤はんはあまい味つけ
ですが、東京のお赤はんはあまくなく、ごましおをかけて食べます。私はあまい方がすきです。

さい後に、私は小さいころに岩手でおはかまいりをしましたが、毎年帰るわけではないので、
あまりおぼえていません。だから、来年は岩手に行って、お盆のおまつりや行事を体けんして
みたいと思いました。お盆について知ることで、かく地の盆おどりやおまつりが、お盆とかん
けいがあると分かり、さらにきょう味を持つことができました。
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わたしは、ファッションがすきです。だから、洋服のことを学びたいし、すずしい着方
もあることを知り、みんなにもつたえていきたいと思います。

どうしたらあつくてもすごしやすく着られる服か調べました。インドネシアのバリ島の
テンガナン村の人の服は長方形の大きいぬの、小さいぬの、細長いぬのなどを、こしやむ
ねにまいたり、たらしたりします。男の子も女の子も、同じようにぬのをまきます。

あつくて毎日何回も水浴びするこの地では、広げると１枚のぬのになるこの服がかわき
やすくべんりです。

インドはとてもあつく、４３度になる日もあります。サリーは長さ５ｍ、はば１ｍのぬ
のを使うまきスカートです。こしにまくだけではなく、かたや頭もつづけてまくような着
方が工夫されています。着てみると、下から風が入り、うすいそ材なのですずしかったで
す。

トルコには、シャルワールというふわっとふくらんだ大きなズボンがあります。服のと
くちょうはスカートみたいに広がるけれどズボンです。わかりやすくイメージを伝えると、

「アリババと４０人のとうぞく」の人たちがはいているようなズボンなのです。じっさい
に着てみるとカボチャみたいなシルエットで、とても動きやすくすずしいです。

インドネシアの服はかわきやすくて、インドの洋服は着てみて下から風が入ってきてす
ずしかったです。トルコのシャルワールはふくらんで動きやすく、あせがかわきやすいで
す。この三つのきょうつう点は空気にふれる場所が大きいことです。

現代の日本の洋服で工夫されていることは何でしょうか？　夏になるとワンピースが多
く出ています。上から下へと空気がながれるから、あせがかわきやすく、すずしくすごせ
ます。

せなかがあいているＴシャツもあります。せなかは、あせをかきやすい場所です。あせ
をかいたせなかに風がふくとあせがひやされて、すずしく感じるのです。

さいきんでは、「ネッククーラー」というアイテムが人気です。これは、洋服ではなく、
ひんやりとした保冷くびわです。くびには大きなけっかんがとおっていて、そこをひやす
と体かん温度が下がるのです。

今回、洋服の本をたくさん読みました。そして、じっさいに使わなくなったカーテンで
トルコのシャルワールを作りました。じっさいに着てみると、すずしくてすきになりまし
た。インドのサリーも着てみると、頭までかぶるので、日ざしからはだを守ってくれるこ
とがすばらしいなと思いました。

これからも世界の洋服を調べようと考えました。

夏のすずしい洋服の工夫

板橋区立緑小学校３年　山谷 桜子
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私は、かいだんやこわい話が好きです。作文を書くため何かあるかなと調べていたとこ
ろ、お母さんから板橋区に「えんきりえのき」とよばれる木があることを教えてもらいま
した。私は、「えんきりえのき」という名前がおもしろそうだったので、調べようと思い
ました。

なぜ「えんきりえのき」とよばれるようになったのか。まずさいしょに中央図書館に紙
しばいがあったのでかりました。「えんきりえのきと身ろくさん」という紙しばいにはこ
のようなお話が書いてありました。身ろくさんはけっこんして文京区で油屋をはじめ、大
はんじょうしていました。むすめも二人生まれ幸せにくらしていました。しかし身ろくさ
んは子どものころからふじの神様を深く信じていて、「ふじ山で死にたい。」とねがいをか
けていたため、心をおににして家族をすて、家をとび出しました。その後、家族は身ろく
さんをおいかけ、板橋でおいつきましたが、身ろくさんの決意がかたいことを知り、そこ
にあった大木でわかれることになりました。それからこの大木が「えんきりえのき」とよ
ばれるようになりました。身ろくさんはねがいの通り、ふじ山で亡くなったと言われてい
ます。

次に、板橋区公文書館へ行きました。ここは、「えんきりえのき」の近くにありました。
係の方に相だんして本を見せていただきました。そこには大六天神のご神木と言われしょ
みんの間では、「悪いえんを切り良いえんをまねく」と親しまれていたと書かれていました。
昔はしょうぐんのおよめいりのときに、えんぎが悪いと言われ遠回りしたことも書かれて
います。

私は悪いえんを切ることはわかりましたが、どうして良いえんとつながるのかふしぎに
思いました。身ろくさんは家族は大切だったと思いますが、それいじょうに神様とえんを
つながりたいという気持ちだったと思います。また、しょうぐんも正室も家族を大切にし
たいという思いから道を変えたのだと思います。悪いえんを切って良いえんとつながりた
いという強い心を持つきっかけを「えんきりえのき」が作ってくれているのかなとも思い
ました。

さい後に「えんきりえのき」を見に行きました。小さな場所に大きなえのきがたくさん
の元気な葉をつけていました。そこにはおまいりする人も多くいて私もならんでおまいり
しました。家族やお友だち良いえんがずっとつづくといいなと思いました。
「えんきりえのき」はさいしょこわく感じましたが、みんなから大切にされている場所

なんだと思いました。

えんきりえのき

板橋区立緑小学校３年　中村 璃子
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ぼくのかよっている緑小学校の広報をよんで緑小学校のまわりにたくさんむかしのいせ
きがあることをしりました。そのなかでハニワについて知りたいと思いました。緑小学校
のとなりの日大豊山女子校から大きなハニワがでているようでした。そこで８月21日にお
父さんとそのまわりをみてみることにしました。でもまわりは家ばかりで、あまりみてま
わる場所はありませんでした。そのなかで「中台さとやま公園」に土が出ているところが
ありました。急な坂が多い公園です。中を歩いてみると焼き物の破片が見つかりました。
写真をとってその破片をビニール袋に入れました。もうすこし歩いてみたら20こぐらいひ
ろうことができました。とてもあつく蚊もたくさんよってきてたいへんでした。

家にかえってひろってきた焼き物のかけらをいらなくなった歯ブラシで１こ１こ洗いま
した。洗いかたは歯ブラシでゴシゴシ洗うのではなくたたくようにドロをおとしていきま
す。

かわいたら１こずつ写真をとります。
そのあと種類でわけます。ひろった物は円筒ハニワとよばれるもののかけらと縄文土器

でした。
ひろった円筒ハニワと広報の写真をくらべるとあまりにちがいすぎてよく分かりません

でした。
よくわからないので古墳で有名なさきたま古墳ぐんに行ってきました。
さきたま古墳ぐんに行ってみると大きな古墳がたくさんあるのにおどろきました。なか

でも丸墓山古墳は上るのもたいへんな高さの古墳でした。日本最大にちかい円形の古墳だ
そうです。

稲荷山古墳は文字の入った国宝の鉄剣が見つけられた古墳で前方後円墳という形の古墳
でした。

古墳を見たあと、さきたま史跡の博物館にいってかたちのわかる円筒ハニワをみてきま
した。まるい穴のあいたばしょや、ぐるっと、よこにはりつけた帯のようなばしょがある
ことがわかりました。円筒ハニワのほかにも人に形をしたハニワや馬の形をしたハニワな
どいろいろな形をしたハニワがあることにおどろきました。

ひろったハニワは円筒ハニワの丸く穴のあいたぶぶんがついているものが２こあること
がわかりました。

土器やハニワはほらないと見つからないのかと思いましたがコロコロ落ちていることが
分かりました。

これからは、もっとまわりの遺跡を歩いてみたいと思います。

中台さとやま公園でひろったハニワの破片について

板橋区立緑小学校３年　藤波　健
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※編集付記
　今回発見された遺物は埋蔵文化財であり、国民共有の財産であるため、発見者から板橋区立郷土資
料館へ寄贈いただきました。この場を借りて御礼申し上げます。


